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会長　明けましておめでとうございます。これま
で甲府市を始め多くの市民の皆様に支えられて今
日を迎えられましたことに、心から感謝したいと
思います。
市長　誠におめでとうございます。長きにわたり
本市の「地域福祉の推進」の中核を担ってこられ、
そのご尽力に心より感謝申し上げます。

超高齢社会に向けた取り組み

会長　さて、高齢化が叫ばれて久しいですが、全
国の高齢化率は、令和３年４月１日現在 28.9％と
なり、また、「2025 年問題」が目前に迫っており、
様々な課題も指摘されています。甲府市では、ど
のような取り組みを進めていますか？
市長　はい、甲府市の高齢化率は 29.7％となり、
全国平均を上回っていて、2040 年には高齢者人
口がピークを迎えるといわれています。
　こうした中、医療や介護需要が増大すると見込
まれる 2025 年を見据えて、重度な要介護状態に
なっても、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを
人生の最期まで続けることができるよう、住まい・
医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供され
る「地域包括ケア体制」の構築に向けて、これま
で取り組みを進めてきました。
　そして、この地域包括ケア体制が効果的に機能
するためには、「自助・共助・公助」がそれぞれの
役割において、連携していくことが重要であると
考えています。
会長　甲府市のそのような動きの中で、市社協で
は「共助」の取り組みとして、平成 29 年度から
生活支援体制整備事業を甲府市から受託し、６名
の生活支援コーディネーターを配置して、地区単
位での話し合いの場である「協議体」において、
地域の皆さんと一緒になって、高齢者の「生活支援・
介護予防・社会参加」に関する助け合い・支え合
いの仕組みづくりに取り組んできました。
市長　現在、協議体は、市内 11 地区に設立され
ているそうですが、どのような取り組みが行われ
ていますか？また、生活支援コーディネーターは、
どのように地域と関わっているのでしょうか？
会長　例えば、国母地区では、地域住民の支え合
いによって、高齢者の生活上の困りごとを支援す
る「たすけ愛・国母」に取り組んでいますし、伊
勢地区では、伊勢悠遊館を拠点とした趣味・学習
グループの一覧表やウォーキングマップを作成し、
全戸配布することにより、高齢者の社会参加に取

り組んでいます。また、玉諸地区では、「玉諸福祉
のまちづくり会」を立ち上げ、共生社会を見据えて、
「ひとり親家庭のサポート」にスポットを当てた取
り組みを始めています。そのほかの地区でも、高
齢者の移動支援や、認知症高齢者の支援について
考えるなど、様々な取り組みが進められています。
そして、共通しているのは、いずれも地域住民が
必要としていたり、こうありたいと願う地域像を
カタチにした活動であるということです。
　また、生活支援コーディネーターは、地域へ入り、
地域の実情を肌で感じながら活動することが大切
だと思っていまして、地域の困りごとを吸い上げ、
住民の皆さんと一緒に歩みながら、地域づくりを
お手伝いする存在だと理解していただければと思
います。

住民主体の「共助」の取り組み

市長　行政サービスでは手が届きにくい、その地
域ならではの困りごとに対して、きめ細かく生活
支援コーディネーターが住民の皆さんと一緒に
なって取り組んでいる様子がよく分かりました。
これからの超高齢社会に対応していくためには、
とても大切な「共助」の活動ではないかと思います。
　こうした「共助」の活動である「住民主体の地
域づくり」について、今後の在り方、展望につい
てはいかがお考えですか？
会長　住民の皆さんが主体となって「地域づくり」
を行うことは、自分たちの困りごとへの解決に少
しでも近づくことになりますし、いきいきとした

地域社会の実現に繋がるものと考えています。そ
して、一番身近なところで住民主体の福祉活動を
実践しているのが地区社会福祉協議会ですが、所
属している 571 名の「福祉推進員」は、普段から「小
地域ネットワーク活動」で、見守り・声かけ・話
し相手など、顔を合わせる活動をしていて、ひと
り暮らしの方などにとても身近な存在ですし、困
りごとがあれば、民生委員や自治会長などに連絡・
相談して、早期解決に結び付けるなど、わが町の
地域福祉を推進する大切なキーパーソンになって
います。
市長　普段から顔を合わせていれば、災害などの
緊急時にも声をかけやすいですし、安否の確認も
しやすいですね。
会長　その通りです。「隣近所の心の繋がりが希薄
化している」、「地域コミュニティが崩壊している」
という声をよく聞きますが、やはり、地域づくり
は「人と人との心の繋がり」だと思いますし、「地
域福祉」の基本だと思っています。まずは、隣近
所での挨拶からはじまり、声を掛け合い、困った
ときは助け合う、そのような「共助」の関係づく
りを大切に進めていきたいと思います。このよう
な「共助」のチカラは、これからの豊かな地域社
会を支える太い幹になるものと考えています。
市長　本市の保健福祉の総合的な計画であります
「第４次健やかいきいき甲府プラン」では、自ら気
付き、考え、行動・参画する市民の「自助」の力
をさらに高めるとともに、地域住民が主体となる
取り組みを促進し、協働により地域の繋がりを活
性化させていくことを基本的な方向性としていま
す。実現に向けまして、なお一層の連携をお願い
します。

若者世代が参画する地域づくり

市長　ところで、若者世代が地域活動へ参加して
いただくために、社会福祉協議会ではどのような
ことを考えていますか。
会長　市社協と地区社協では、協働して、「住民参

加による地域福祉活動」を推進していて、ふれあ
い祭りや三世代交流会など、地域の特色により趣
向を凝らした「イベント型の事業」を展開してい
ます。楽しいイベントなどに参加していただき、
まずは顔の見える関係を作っていくための第一歩
といった思いも込められています。こうしたイベ
ントにお子さんと一緒に、ご家族で参加してくれ
ると嬉しいです。
市長　皆で楽しめるイベントの中で「福祉」を感
じとっていただくのは、とてもいいことですね。
それから、甲府市では、若者世代へ情報を伝える
ツールとして、様々な SNS を活用した情報発信
をしています。若者世代は、デジタルが日常的に
なっているので、SNS などを通じて発信すること
で、必要な情報を得ることが出来るのではないか
と思います。
会長　例えば、デジタル分野が苦手な高齢者と得
意な若者世代がつながり、お互いにフォローし合
える仕組みが出来たら、参画のハードルも低くな
るのではないかと考えます。「地域づくり」といっ
ても難しく考えずに、自分たちが住んでいる町を、
自分のできることで、住みやすいように変えてい
く活動、ということが伝わればと思います。

期待される地域福祉の旗振り役

会長　地域福祉について、色々とお話をしてまい
りましたが、最後に、市長さんは、甲府市社会福
祉協議会に対して、どのような期待をお持ちでしょ
うか。
市長　行政は、様々な分野において、公共性・公
平性・効率性等の視点に立って行政サービスを行
うことが求められますが、社会福祉協議会は、「自
分たちの地域を自分たちで良くしていこう」とい
う思いを、話し合いや活動に込めて、取り組んで
いけると思います。行政サービスでは対応できな
い狭間の問題や馴染まない課題に、地域の皆さん
が、助け合い・支え合いの精神で様々な活動に取
り組んでいただいていることは、本市の地域福祉
の尊い姿ではないでしょうか。行政は、市民の皆
さんの「共助」の活動を大切に考え、その活動が
しやすいように、積極的に「環境づくり」を行っ
ていきますし、誰もが自由に社会参加ができ、支
え合うことができるまちづくりを進めてまいりま
す。そして、甲府市社会福祉協議会には、地域の
特性に応じた様々な福祉活動が活発に推進される
よう、地域福祉の旗振り役として、地域をリード
していっていただきたいと思います。
会長　社会福祉協議会は、地域福祉を推進する団
体として、これからも高齢者対応は勿論、障がい
をお持ちの方や子どもたちへの対応といった事業
にも力をいれながら、一生懸命に汗をかき、地域
の皆様方と一緒に福祉のまちづくりを進めてまい
ります。
　本日は、ありがとうございました。

樋口雄一市長

これからの地域福祉に求められる
　　　　社会福祉協議会と行政の協働

　甲府市社会福祉協議会は、昭和 26年に発足し、令和３年に創立 70年を迎えました。
　本日は、この節目に当たり、これからの社協の進むべき方向性や事業等について、樋口雄一市長と山田文夫
会長に語っていただきました。
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生活に寄り添う 地域の活動
いきいきサロンを設立しませんか？いきいきサロンを設立しませんか？

配食サービス配食サービス

地域に寄り添う 担い手募集

　いきいきサロンは高齢者が参加でき
る地域交流の場です。
　近所の集会所や公民館等で、茶話会
や軽運動など楽しい時間を過ごすこと
により、閉じこもりを予防し、　仲間・
健康・生きがいづくりに繋がります。
　設立・運営についてお気軽にご相談
ください。

　市内在住の６５歳以上の独
居高齢者や高齢者のみの世帯で、
病気や障がいによって食事づくりが困難な
方を対象に、安否確認を兼ねて夕食のお弁
当をお届けするサービスです。

　配食ボランティアは、各地区の配食拠
点から利用者宅へお弁当をお届けします。
　現在、１４地区で配食ボランティアが活
動中です。

　高齢者の生活を支援するため、生活支援
サポーターが清掃、洗濯、簡単な調理、日用
品の買い物、ごみ出しなどの「ちょっとした
困りごと」をお手伝いします。◆配食日　月曜日～金曜日

　　　　　（土、日、祝日等を除く）
◆配食時間　概ね午後３時３０分～午後５時
◆利用できる人
　・要介護１～５の認定を受けている方
　　※担当のケアマネジャーにご相談ください
　・要支援１・２の認定を受けている方、
　　または、それ以外の方

◆利用料金　１食　４００円

◆利用できる人
　・要支援１または２。その他、生活機能が
　　低下していると判定された方
　・一人暮らしの方又は同居家族が病気な
　　どで自ら家事を行うことが困難な方　
　　(※他にも利用条件があります。)
◆利用料金　１回２００円（１時間以内）

令和３年度に設立されたサロン
（令和3年12月現在）

人と人をつなぐお弁当を
　　　一緒に配りませんか？

高齢者の生活支援を担う「生活支援
サポーター」を募集しています。サポー
ターとして活動するには、本会が実施
するサポーター養成講座を修了してい
ただきます。
※なお、介護福祉士や介護職員初任者研修
課程修了者、ホームヘルパー有資格者は、
受講なしでサポーター活動ができます。

その他、地域福祉活動にご
興味がある方は、地域福祉
推進課まで、お問い合わせ
ください。

生活を支える一員として
　　活動してみませんか？

地域福祉推進課 ℡055-225-2118

大国地区

豊栄いきいきサロン

朝日地区

油田シニア
交流会

朝日地区

西白木町自治会
いきいきサロン

居
食

※お住まいの地域を担当する地域包括支援
　センターにご相談ください。 ※利用チケットを予め購入する必要があります。

※利用を希望される方は、お住まいの地域を担当
　する地域包括支援センターにご相談ください。

令和３年度から
甲府市

笑顔ふれあい
訪問サポート　　　

甲府市
笑顔ふれあい

訪問サポート　　　が始まり
　 ました。
が始まり
　 ました。

朝日、東、玉諸、貢川、石田、池田、新田、伊勢、
湯田、国母、大国、大里、住吉、相川

住



社協の在宅福祉サービスを
利用しませんか？

成年後見制度
　自分だけで判断することが難しい人が安心して暮らせるよ
う、本人と一緒に考えたり、代わりにやってくれたりする人（成
年後見人等）を、家庭裁判所が選んでくれる制度です。
【使える人】
　認知症や知的障がい・精神障がいなどにより判断能力が十
分ではない人。

【できること】
　●財産管理（預貯金や不動産の管理、相続手続きなど）
　●身上保護（介護・福祉サービスの利用契約や施設入所等の

契約など）
　当協議会では、市民後見人として活動したいという市民の
皆さまへの養成研修の開催や、地域で開催する成年後見制度
の勉強会での講師等も行っています。
　また、市民の皆さまから地域包括支援センターや障害者基
幹相談支援センターに寄せられる成年後見制度に関する相談
にも、連携して対応しています。
　まずはお気軽にお問い合わせください。

福祉後見サポートセンターこうふ　℡055-225-2120お問合せ先

訪問介護事業所・居宅介護事業所
　自宅を訪問しその方の状態に合わ
せて、調理・洗濯・掃除など生活面
のお手伝いや、食事・お風呂の介助
など身体的なお手伝いをします。ま
た、障がいのある方の外出の支援も
します。

在宅福祉推進課　℡055-225-2117

まずは
ご相談を

　甲府市最南端の自噴温泉です。
　さわやかな川のせせらぎと四季折々の自
然の中で安らぎのひとときをお過ごしくだ
さい。詳しくはお問合せください。

上九の湯ふれあいセンター
　　　　　　  ℡0555-88-2525

お問合せ先

上九の湯ふれあいセンター

自然の中の天然温泉
甲府市在住の方は、310円です。

中道デイサービスセンター
　介護が必要な方が、自宅
で生きがいを持って過ごせる
よう、デイサービスで機能訓
練、レクリエーション、入浴
等のサービスを提供します。

笛南ほうかつ
（中道・上九一色地区担当）
　介護等の相談を受け必要と
する支援に繋げます。

私たちが相談を引き受けます。



会員加入をいただいた団体等　(令和3年12月7日現在)

会員加入をいただいた法人　(令和3年12月7日現在)

甲府市社会福祉協議会の会員加入に
ご協力ありがとうございました

　今年度も自治会連合会、民生委員児童委員協議会、地区社会福祉協議会の多大なご協力により、個人・団体・法人等の多くの皆
様にご加入いただき、令和3年12月7日現在で23,485,340円の実績となっております。頂戴しました会費は、地区社会福祉協議会
などが取り組む地域福祉推進等の事業に活用させていただきます。

※個人会費とは別に団体会費をいただいた自治会も掲載させていただいております。　（五十音順・敬称略）
※一口5,000円以上でご協力をいただいております。

※一口5,000円以上でご協力をいただいております。
（五十音順・敬称略）

（株）アークメディカル
（有）あいケアサービス
（株）アイメック
アサヒサンクリーン（株）山梨営業所
（株）アサヒ総合サービス
（有）アスト企画
（株）アセラ技建
穴水（株）
（有）アルファー・キッド
アルプス事務機（有）（2口）
（有）飯田建材
（福）いきいき倶楽部（2口）
（株）井澤
石川自動車整備工場
石原歯科医院
和泉電気工業（株）（2口）
イチバン貿易（有）（10口）
稲積神社
井上鋼材（株）
今沢メンテナンス
ヴェオリアジェネッツ㈱
（株）ウカワ
（株）内田印刷所
（株）エクシング甲府支店
（株）エクセレント
（有）縁
（福）大鎌田保育園
（株）オオキ
（福）大里保育園
（有）オオノ
（株）オギノ下石田店
（有）荻野造園
（福）奥湯村福祉会
長田自動車整備工場
（株）長田玉夫商会
（株）オズプリンティング
オリエンタル産業（株）
（株）甲斐延
（福）カリタスの園
北野医院
共栄火災海上保険（株）甲府支社
（有）共栄小林
（福）旭寿会
（福）くだま福祉会
国峰興産（株）
（有）黒富士農場
（株）ケアフリー
（株）ケイエス・コバヤシ
（福）恵信福祉会
（福）恵優会
（医）健栄会
（株）小泉中部

（福）甲西厚生会
（株）弘生会
（有）河野モータース
（株）甲府キンダイサービス
（一社）甲府市医師会
（一財）甲府市勤労者福祉サービスセンター
（福）甲府市社会福祉事業団
（公社）甲府市シルバー人材センター
（福）甲府市民生福祉会（3口）
（公社）甲府市薬剤師会
甲府信用金庫本店営業部
（一社）甲府地区建設業協会
甲府東ライオンズクラブ（2口）
甲府冷暖工業（株）
（株）甲府ワインポート
（医）考緑会（2口）
宏和建設（株）
五光電工（株）
（株）五味新聞店
古守医院
（有）坂本屋
（福）さくら会
（医）笹本会（6口）
笹本板金
佐藤建材金物（株）
三栄自動車工業（有）
三英電業（株）
（株）サンカイゴ
三幸（株）
サンヨー山梨デンカシステム（株）
（有）さんらいず
（福）シーアンドシー福祉会
ＪＡふえふき笛南支所
（株）シオザワ
（有）塩澤建装
（福）慈光福祉会
（株）シダー（2口）
（医）篠原会
（有）篠原電研
（株）ジュエリーＲＡＯＮ
（株）少國民社
（株）正直堂
昭和建設工業（株）
白百合保育園
（福）伸芽保育会
（福）心和会
（株）ステップ・ケイ・スリー
（公財）住吉偕成会（4口）
（福）清翔会（3口）
（福）清長会
積水ハウス（株）山梨支店
積和建設西東京（株）山梨事業所

セブンイレブン国母店
（株）洗心
（福）善隣会
（株）ダイアート三枝
ダイイチ総業
第一防災設備工業（株）
（福）大寿会
（株）竹中工務店山梨営業所（2口）
田原会計事務所（2口）
（株）田丸
（株）丹沢電機
（福）たんぽぽ康洋会
（独）地域医療機能推進機構山梨病院
千野建材（株）（2口）
中部食品（株）
（株）ツヅキ通信特機（2口）
（株）テレビ山梨
天然酵母パン　メイプル
（株）トップジュエリー
中込建設工業（株）
（株）永田工業所
（一社）中道農産物加工直売組合
（福）中道福祉会
なかむら保育園
中山ユニホーム
（福）なのはな
（福）南西保育会
日本連合警備（株）
認定こども園新生学園
（株）ハギ・ボー
（医）八香会
（有）花寿
（株）樋川建設
（株）平井
（株）平塚メディカル
（有）ファースト商会（2口）
ファミリーマート甲府市場西店
（株）富士グリーテック（2口）
（福）富士厚生会
不二製パン（株）
（株）ふじでん
富士冷暖（株）（2口）
芙蓉建設（株）
（有）プラザ開発
（株）ＰＲＩＮＫＳ（2口）
プリンセス天功エンタテイメント（株）（2口）
古川輪業
（福）へいりん荘
㈲保泉商事
（福）ホープ会
マルハン甲府店
（株）マルモ

（株）緑が丘設備
（医）薬袋内科循環器科医院　
（福）宮前福祉会
（有）宮本商店
（株）メイキョー
明和工業（株）
（福）明和福祉会
（福）めぐみ福祉会
（医）望月会
（株）望月宝飾
八雲製菓（株）
（株）やさしい手甲府（2口）
山岡看板工芸
（有）山縣塗装店
（医）山角会　　
（有）山中商事
（福）山梨樫の会
（福）やまなし勤労者福祉会
山梨グローブシップ（株）
（公社）山梨県看護協会
（一社）山梨県建設業協会
山梨縣護國神社
（福）山梨県社会福祉事業団
（特非）山梨県相続成年後見協会
山梨県遊技業協同組合甲府支部
（株）山梨施設管理
（福）山梨太陽の家
（株）山梨地質（2口）
山梨トヨペット（株）
（株）山梨日日新聞社
（福）山梨ライトハウス（3口）
（有）山宮温泉
（福）山宮保育会
山本基礎工業（株）（2口）
（同）和らぎ
（福）ゆうき会
（福）友好福祉会
（福）ゆうゆう
（有）ライフポート
（株）リーベン
（医）立史会（2口）
（医）立星会
（株）ルピナス
ロイヤルモデル
（有）朗月堂
（株）ＹＳＫｅ－ｃｏｍ（2口）
（株）若尾忠男商店
（福）和告福祉会
（福）和人会（2口）

川田町自治会（2口）
貢川地区福祉推進員協議会（3口）
貢川地区民生委員児童委員協議会（3口）
甲府市ガイドヘルパーわの会 
甲府市子どもクラブ指導者連絡協議会

甲府・食事サービスをすすめる会 
甲府市視覚障害者協会 
甲府市自治会連合会 
甲府市シニアクラブ連合会 
甲府市障害児者・父母の会 

甲府市女性団体連絡協議会 
甲府市身体障害者福祉連合会 
甲府市聴覚障害者協会 
甲府市ひとり親家庭相談員会 
甲府市母子寡婦福祉連合会 

甲府市ボランティア団体連絡協議会
甲府市民生委員児童委員協議会（2口）
桜井町自治会（2口）
横根町自治会（2口）
和戸町自治会（2口）

● 志村 　光 様
● 坂井 春枝 様

ご寄付ありがとうございました

　多くの皆様からお寄せいただきました募金は、甲府市内の福祉施設、地区
社会福祉協議会などの団体に配分され、地域福祉活動等に活用されます。
　また、大規模災害が発生した場合は、県域を越えて被災地の復興支援にも
役立てられます。

　その他多くの方々からご寄付が寄せられ
ました。皆さまからのご寄付は、地域福祉
事業などに活用させていただきます。

赤い羽根共同募金へのご協力
ありがとうございました
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石川自動車整備工場
石原歯科医院
和泉電気工業（株）（2口）
イチバン貿易（有）（10口）
稲積神社
井上鋼材（株）
今沢メンテナンス
ヴェオリアジェネッツ㈱
（株）ウカワ
（株）内田印刷所
（株）エクシング甲府支店
（株）エクセレント
（有）縁
（福）大鎌田保育園
（株）オオキ
（福）大里保育園
（有）オオノ
（株）オギノ下石田店
（有）荻野造園
（福）奥湯村福祉会
長田自動車整備工場
（株）長田玉夫商会
（株）オズプリンティング
オリエンタル産業（株）
（株）甲斐延
（福）カリタスの園
北野医院
共栄火災海上保険（株）甲府支社
（有）共栄小林
（福）旭寿会
（福）くだま福祉会
国峰興産（株）
（有）黒富士農場
（株）ケアフリー
（株）ケイエス・コバヤシ
（福）恵信福祉会
（福）恵優会
（医）健栄会
（株）小泉中部

（福）甲西厚生会
（株）弘生会
（有）河野モータース
（株）甲府キンダイサービス
（一社）甲府市医師会
（一財）甲府市勤労者福祉サービスセンター
（福）甲府市社会福祉事業団
（公社）甲府市シルバー人材センター
（福）甲府市民生福祉会（3口）
（公社）甲府市薬剤師会
甲府信用金庫本店営業部
（一社）甲府地区建設業協会
甲府東ライオンズクラブ（2口）
甲府冷暖工業（株）
（株）甲府ワインポート
（医）考緑会（2口）
宏和建設（株）
五光電工（株）
（株）五味新聞店
古守医院
（有）坂本屋
（福）さくら会
（医）笹本会（6口）
笹本板金
佐藤建材金物（株）
三栄自動車工業（有）
三英電業（株）
（株）サンカイゴ
三幸（株）
サンヨー山梨デンカシステム（株）
（有）さんらいず
（福）シーアンドシー福祉会
ＪＡふえふき笛南支所
（株）シオザワ
（有）塩澤建装
（福）慈光福祉会
（株）シダー（2口）
（医）篠原会
（有）篠原電研
（株）ジュエリーＲＡＯＮ
（株）少國民社
（株）正直堂
昭和建設工業（株）
白百合保育園
（福）伸芽保育会
（福）心和会
（株）ステップ・ケイ・スリー
（公財）住吉偕成会（4口）
（福）清翔会（3口）
（福）清長会
積水ハウス（株）山梨支店
積和建設西東京（株）山梨事業所

セブンイレブン国母店
（株）洗心
（福）善隣会
（株）ダイアート三枝
ダイイチ総業
第一防災設備工業（株）
（福）大寿会
（株）竹中工務店山梨営業所（2口）
田原会計事務所（2口）
（株）田丸
（株）丹沢電機
（福）たんぽぽ康洋会
（独）地域医療機能推進機構山梨病院
千野建材（株）（2口）
中部食品（株）
（株）ツヅキ通信特機（2口）
（株）テレビ山梨
天然酵母パン　メイプル
（株）トップジュエリー
中込建設工業（株）
（株）永田工業所
（一社）中道農産物加工直売組合
（福）中道福祉会
なかむら保育園
中山ユニホーム
（福）なのはな
（福）南西保育会
日本連合警備（株）
認定こども園新生学園
（株）ハギ・ボー
（医）八香会
（有）花寿
（株）樋川建設
（株）平井
（株）平塚メディカル
（有）ファースト商会（2口）
ファミリーマート甲府市場西店
（株）富士グリーテック（2口）
（福）富士厚生会
不二製パン（株）
（株）ふじでん
富士冷暖（株）（2口）
芙蓉建設（株）
（有）プラザ開発
（株）ＰＲＩＮＫＳ（2口）
プリンセス天功エンタテイメント（株）（2口）
古川輪業
（福）へいりん荘
㈲保泉商事
（福）ホープ会
マルハン甲府店
（株）マルモ

（株）緑が丘設備
（医）薬袋内科循環器科医院　
（福）宮前福祉会
（有）宮本商店
（株）メイキョー
明和工業（株）
（福）明和福祉会
（福）めぐみ福祉会
（医）望月会
（株）望月宝飾
八雲製菓（株）
（株）やさしい手甲府（2口）
山岡看板工芸
（有）山縣塗装店
（医）山角会　　
（有）山中商事
（福）山梨樫の会
（福）やまなし勤労者福祉会
山梨グローブシップ（株）
（公社）山梨県看護協会
（一社）山梨県建設業協会
山梨縣護國神社
（福）山梨県社会福祉事業団
（特非）山梨県相続成年後見協会
山梨県遊技業協同組合甲府支部
（株）山梨施設管理
（福）山梨太陽の家
（株）山梨地質（2口）
山梨トヨペット（株）
（株）山梨日日新聞社
（福）山梨ライトハウス（3口）
（有）山宮温泉
（福）山宮保育会
山本基礎工業（株）（2口）
（同）和らぎ
（福）ゆうき会
（福）友好福祉会
（福）ゆうゆう
（有）ライフポート
（株）リーベン
（医）立史会（2口）
（医）立星会
（株）ルピナス
ロイヤルモデル
（有）朗月堂
（株）ＹＳＫｅ－ｃｏｍ（2口）
（株）若尾忠男商店
（福）和告福祉会
（福）和人会（2口）

総務課　℡ 055-225-2116お問合せ先

　創立７０周年を記念して、本会の
事業を紹介したDVDを作成しました。
　事業所、企業及び小グループ等への貸出も行っており
ますので、是非ご活用下さい。（郵送対応可）
　詳しくはお問合せ下さい。

甲府市社会福祉功績者表彰式を開催しました

表彰状授与 41名・１団体　感謝状贈呈 15名・1団体・49法人
おめでとうございます

表彰状授与 41名・１団体　感謝状贈呈 15名・1団体・49法人
おめでとうございます

表彰状授与 41名・１団体　感謝状贈呈 15名・1団体・49法人
おめでとうございます

表彰状授与 41名・１団体　感謝状贈呈 15名・1団体・49法人
おめでとうございます

～ 支え合う 心が通う まちづくり ～

　表彰式では、受章者107名のうち、そ
れぞれの立場から社会福祉に尽力され
た7名の代表者の方々へ表彰状の授与及
び感謝状を贈呈しました。
　なお、受賞された方々のお名前は次の
とおりです。

　甲府市社会福祉大会のスローガンとして公募した作品は、選考会議において慎重に検討させていただい
た結果、次の作品を令和３年度本会のスローガンとして採用させていただきました。

（五十音順・敬称略）

芦澤　洋子
石原　志づ子
尾辻　孝之
数野　喜一
河口　重雄
河村　一政
玄間　博
谷　朝子
中林　はま子
野中　千里
藤巻　美千代
水上　はる子
吉澤　由美
島田　孝子
山寺　勝子
古屋　幸子
甲斐縁隊

今村　智嘉
北村　幾三
小林　正直

飯島　たみ子
上野　昭夫
三科　哲夫

米山　元弘

雨宮　よし枝
有野　紫
池田　朱里
大原　紫乃
川又　恭子
早苗　径香
中沢　初穂
中沢　真知子
中村　美砂
廣瀬　公平
藤原　亜弥
武藤　千夏
山本　かほり
山本　成子
渡辺　幸

石原　明子
京増　忠夫
寺田　和政
樋口　登美子
藤原　一郎
宮坂　孝一
芦沢　幸彦
大城　権基

奥湯村温泉 紅椿の湯
（有）山宮温泉

オリエンタル産業（株）
甲府東ライオンズクラブ

井内　明美
小坂　フキ子
相良　治彦
佐野　善臣

（有）飯田建材
（福）いきいき倶楽部
稲積神社
（株）甲斐延
（福）旭寿会
（有）黒富士農場
（株）ケアフリー
（福）恵信福祉会
（株）小泉中部
甲府信用金庫本店営業部
（医）考緑会
五光電工（株）
（有）坂本屋
佐藤建材金物（株）
三幸（株）
（株）シダー
（医）篠原会

昭和建設工業（株）
（株）ステップ・ケイ・スリー
千野建材（株）
（株）ツヅキ通信特機
（特非）デイサービス真心
（株）テレビ山梨
（福）豊住福祉会
（株）永田工業所
（福）中道福祉会
（福）なのはな
（福）南西保育会
日本連合警備（株）
（医）八香会
（福）富士厚生会
（株）ふじでん
（医）薬袋内科循環器科医院 
（株）百百 
八雲製菓（株）
（公社）山梨県看護協会
山梨縣護國神社
山梨トヨペット（株）
（有）山平浅川商店
山本基礎工業（株）
（同）和らぎ
（有）ライフポート
（株）リーベン
（医）立史会

伊勢地区社協
伊勢地区社協
玉諸地区社協
新紺屋地区社協
大里地区社協
宮本地区社協
大国地区社協
大国地区社協
玉諸地区社協
貢川地区社協
石田地区社協
伊勢地区社協
石田地区社協
国母地区社協
国母地区社協
甲府市視覚障害者協会

理事
理事

貢川地区社協
新紺屋地区社協
国母地区社協

池田地区社協

（福）ゆうゆう
（福）和告福祉会
（福）宮前福祉会
（福）ゆうゆう
（福）ゆうゆう
（福）いきいき俱楽部
（福）ゆうゆう
（福）ゆうゆう
（福）清長会
（福）山梨県社会福祉事業団
（福）ゆうゆう
（福）善隣会
（福）宮前福祉会
（福）民生福祉会
（医）笹本会

春日地区社協
大国地区社協
春日地区社協
大国地区社協
宮本地区社協
春日地区社協
大国地区社協
大国地区社協

福祉推進員 
福祉推進員 
福祉推進員 
福祉推進員 
福祉推進員 
福祉推進員 
福祉推進員 
福祉推進員 
福祉推進員 
福祉推進員 
福祉推進員 
福祉推進員 
福祉推進員 

配食Ｖ
配食Ｖ
個人
団体

福祉推進員 
福祉推進員 
福祉推進員 
福祉推進員 
福祉推進員 
福祉推進員 

配食Ｖ
配食Ｖ

法人
法人

表彰(４２件)

感謝状(６５件)

…………社会福祉事業功労…………

…………社会福祉事業功労…………

………………大口寄付………………

………  特別会員感謝（個人）  ………

………  特別会員感謝（法人）  ………

…………市社協役員功労…………

………  地区社協役員功労  ………

………社会福祉施設役職員功労………

創立 70周年記念DVD
無料貸出のご案内

（11月16日（火）、甲府市役所にて開催）

三枝　悦夫　様



●発行部数80,000部
●令和４年１月1日発行この広報紙の費用の一部には、赤い羽根共同募金の配分金が使われています。

ホームページをご覧ください 社会福祉法人
甲府市社会福祉
協議会
〒400-0858
甲府市相生2丁目17-1

本協議会の組織や事業、必要な情報などに
ついて詳しく紹介しています。「甲府市社協」
に関心のある方はアクセスしてください。

携帯電話・
スマートフォン
からはQRコード
を読み取ってく
ださい。

県庁

甲府市役所

美術館通り

青沼通り

商工会議所

甲府市健康支援
センター入口

甲府市自治研修
センター東

相生交差点

甲府駅

平
和
通
り

URL : https://www.kofu-syakyo.or.jp/

相生西部自治会、秋山今朝恵、跡部美智子、雨宮喜代子、雨宮登美子、池田地区ボランティア推進会、石橋照子、市川孝次、NTT山梨OB会、NPO
法人みどりの学校、河西杏奈、勝村ケサエ、株式会社キムラ、（株）ハートフルスタッフ、川村清一、北村絹枝、（一財）甲府市勤労者福祉サービスセ
ンター、甲府市北西地域包括支援センター、甲府市役所産業部ふるさと納税係、甲府市立上条中学校、甲府中央ライオンズクラブ、小林紀江、小
林慶年、こっとん、嶋田章三、清水建設（株）、清水信親、住吉スポーツ協会、損保ジャパン（株）山梨支店、髙野智代子、内藤成一、深澤陽菜、富士島
建設（株）、富士冷暖（株）、古屋由美子、保坂幸江、細田健二、三井住友信託銀行甲府支店、目黒将輝、安田勝、やまなし観光推進機構、山梨県立盲
学校、山梨大学教育学部附属中学校、由井歯科、ロードジャパンインク、（株）YSKe-com　　　　　　(R2.11.19～R3.11.10）敬称略・50音順

使用済切手・牛乳パック・不要入れ歯の収集活動へのご協力ありがとうございました

災害ボランティア学習会を開催しました

地域での福祉活動やボランティア活動をされる個人・団体の皆さんに
安心して活動していただけるよう保険の加入をお勧めしています。

ボランティア活動保険
　ボランティア活動中に起きた事故によるケガや損害賠償責任を
補償するボランティア活動者のための補償制度としての保険です。

※天災・地震補償プラン (基本プランに地震、噴火、津波も補
償の対象になるプランです )

ボランティア行事用保険
　地域福祉活動やボランティア活動の一環として行われている
各種行事のために加入できる保険です。

※Aプランは開催する行事の内容によって金額が異なります。

補償期間 令和4年4月1日から令和5年3月31日まで
（令和3年度中に途中加入した場合の補償期間は、加入日
の翌日から令和4年3月31日までとなります。）

プランプラン・保険料 保険料
基本プラン 350円

※天災・地震補償プラン 500円

ボランティア振興課（甲府市ボランティアセンター） ℡055-223-1061

　災害ボランティアセンターは、被災地において、ボランティアの受入、がれきの撤去や泥だしなどのニーズの
把握、ニーズとのマッチングなどを行うため、被災地に設置される災害ボランティアの活動拠点です。
　甲府市社会福祉協議会では、昨年4月に職員により編成された「災害ボランティアセンター運営チーム（通称：
DVOT）」を中心に、11月14日（日）に「災害ボランティアセンター」の運営訓練を実施しました。また、11月18日
（木）には、職員の習熟度向上を目指し、訓練結果を踏まえた「災害ボランティア学習会」を開催しました。

甲府市ボランティアだより甲府市ボランティアだより

災害ボランティアセンター
協力員を募集しています。
　災害ボランティアセンターの運営に
は、マンパワーが欠かせません。あなた
も、災害ボランティアセンター協力員に
参加しませんか。
　詳しくは、ボランティア振興課までお
問い合わせください。

105号

プラン・保険料
補償期間 行事開催期間

Aプラン
(宿泊を伴わない行事 )

Bプラン
(宿泊を伴う行事 )

Cプラン
(宿泊を伴わないかつ
参加者が事前に特定で
きない行事 )
開催場所制限あり

1日　28円 /人～(最低保険料20名分 )

1泊　241円 /人

1日　28円/人
最低保険料20名分（560円）


